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⚑⚐月⚑日㈯～⚗日㈮
全国労働衛生週間
見逃すな 心と体のＳＯＳ
みんなでつくる健康職場

事業場の労働衛生意識の高揚と自主的な労働衛
生管理活動の促進を目的に実施しています。

▼問い合わせ 室蘭労働基準監督署
（☎○⚒⚓⚖⚑⚓⚑）

選考日受付期間応募資格課程
定員

訓練科
(期間)

⚑⚒月⚕日㈪
⚑⚑月⚑日㈫
～⚒⚐日㈰
(消印有効)

高校卒業（卒
業見込み）の
方、またはこ
れと同等以上
の学力を有す
ると認められ
る方

普通
⚒⚐人

機械科
(⚑年)

普通
⚒⚐人

溶接科
(⚑年)

平成⚒⚔年⚒
月⚖日㈪

⚑⚒月⚑日㈭
～平成⚒⚔年
⚑月⚒⚐日㈮
(消印有効)

中学校卒業
（卒業見込み
の方）

短期
⚒⚐人

配管科
(⚑年)

短期
⚒⚐人

塗装科
(⚑年)

⚑⚐月⚑⚕日㈯～⚓⚑日㈪
秋の全道火災予防運動
消したはず 決めつけないで もう一度
暖房器具による火災が発生しやすいこの季節。
ちょっとした油断や不注意からすべてを灰にし
てしまう火災から命を守りましょう。
―住宅防火 命を守る ⚗つのポイントー
⚓つの習慣
●寝たばこやたばこの投げ捨てはしない
●ストーブには燃えやすいものを近づけない
●こんろなどのそばを離れるときは火を消す
⚔つの対策
●住宅用火災警報器を設置する
●寝具や衣類、カーテンは防炎品を使う
●住宅用消火器などを設置する
●隣近所の協力体制をつくって、お年寄りや体
の不自由な方を守る
⚖月⚑日から、すべての家庭に住宅用火災
警報器の設置が義務付けられました

▼問い合わせ 消防本部総務Ｇ（☎○⚘⚕⚙⚖⚑⚑）


